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2広報あかいわ（平成19年9月号） 

夏の思い出を胸に 
赤磐市花火大会 
 
「ふれあい」｢あんしん｣を大切に 
市立熊山病院 
 
公民館へ行こう 
 
秋の交通安全旬間ほか 
 
人権コラム!5 
「人権ってなんだろう？」 
 
ズームアップ図書館 
 
人 「永瀬清子の詩を読む!5」 

 
スポーツトピックス 
 
わたしのあなたの健康 
「メタボリックシンドロームを予防しましょう」 

 
暮らしのカレンダー 
 
情報BOX 
「福祉バス笹岡・西山線の試行運転を開始」ほか 
 
読者のページ「俳句」ほか 
 
どろにまみれて大熱戦 
どろんこ運動会 
 
まちのわだい 
「市男女共同参画団体ネットワーク会員交流会」ほか 
 
ふるさとの史跡探訪　「縄目石」 
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八
月
十
一
日（
土
）、今
年
で
二
回

目
と
な
る
赤
磐
市
花
火
大
会
が
吉
井

川
河
川
敷
の
「
く
ま
や
ま
水
辺
の
楽

校
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
午
後
六
時
開
会
。
中
央
の
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
は
、地
元
の
郷
土
芸
能
グ
ル

ー
プ
八
組
が
楽
器
演
奏
や
踊
り
を
元

気
い
っ
ぱ
い
に
披
露
。
ま
た
、会
場
内

に
は
所
狭
し
と
焼
き
そ
ば
、わ
た
が
し

な
ど
の
屋
台
が
軒
を
並
べ
、家
族
連

れ
や
子
ど
も
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。 

　
午
後
八
時
十
分
、花
火
の
打
ち
上

げ
が
始
ま
り
、夏
の
夜
空
を
彩
る
二
千

発
の
大
輪
が
き
ら
め
く
た
び
拍
手
と

大
歓
声
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
会
場
を
訪
れ
た
二
万
五
千
人

の
観
客
は
、し
ば
し
暑
さ
を
忘
れ
夏
の

ひ
と
と
き
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。 

●
取
材
に
出
か
け
た
際
、小
学
校
の

　
プ
ー
ル
で
元
気
よ
く
遊
ぶ
児
童
を

　
見
つ
け
写
真
に
収
め
て
み
ま
し
た
。 

K

K2

2



3 広報あかいわ（平成19年9月号） 

▲「民踊グループ」の優雅な踊り 

▲祭りには浴衣がよく似合う 

s
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
マ
ス
コ
ッ
ト
”マ
ナ
ビ
ィ
“も
来
場 

s
二
万
五
千
人
の
観
客
に
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た 

s
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
山
陽
」の
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー 

s
「
吉
井
生
き
生
き
太
鼓
」の
テ
ン
ポ
良
い
演
奏 

s
夏
の
夜
空
を
彩
る
花
火
に
見
と
れ
る
観
客 

s
「
四
ツ
葉
の
会
」
と
「
仔
の
葉
の
会
」の
迫
力
あ
る
踊
り
が
観
客
を
魅
了 



s
昨
年
の
活
動
の
様
子 

4広報あかいわ（平成19年9月号） 

「
ふ
れ
ふ
れ
あ
い
」「
あ
ん
し
ん
し
ん
」 

　
　
　
　
　
　
　
を
大
切

　
　
　
　
　
　
　
を
大
切
に 

「
ふ
れ
あ
い
」「
あ
ん
し
ん
」 

　
　
　
　
　
　
　
を
大
切
に 

　
平
成
十
七
年
三
月

　
平
成
十
七
年
三
月
の
赤
磐
赤
磐

市
誕
生

市
誕
生
に
よ
り
新
た
に
市
立
市
立

病
院
病
院
と
な
っ
た
熊
山
病
院

熊
山
病
院
は
、

よ
り
多
く
多
く
の
市
民
市
民
の
皆
さ
ん

に
ご
利
用
し

利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、い
ろ
い
ろ
な
特
色
特
色
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
平
成
十
七
年
三
月
の
赤
磐

市
誕
生
に
よ
り
新
た
に
市
立

病
院
と
な
っ
た
熊
山
病
院
は
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、い
ろ
い
ろ
な
特
色
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

〜
市
立
熊
山
病
院
〜

市
立
熊
山
病
院
〜 

〜
市
立
熊
山
病
院
〜 

　
今
年
度
も
次
の
日
程
で
、市
内

中
学
校
二
年
生
約
四
百
七
十
人

が
職
場
体
験
活
動
を
実
施
し
ま
す
。 

¡

高
陽
中
学
校
・
磐
梨
中
学
校 

　
九
月
五
日
D
〜
七
日
F 

¡

桜
が
丘
中
学
校
・
赤
坂
中
学
校 

　
九
月
十
二
日
D
〜
十
四
日
F 

¡

吉
井
中
学
校 

　
十
一
月
十
四
日
D
〜
十
六
日
F 

　
こ
の
事
業
は
、生
徒
た
ち
が
市

内
の
い
ろ
い
ろ
な
事
業
所
で
働
く

こ
と
を
通
じ
て
、学
習
や
生
活
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
力
や
職
業

観
、勤
労
観
を
身
に
つ
け
、自
ら

の
生
き
方
や
進
路
を
考
え
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。 

　
一
生
懸
命
働
く
中
学
生
に
温

か
い
励
ま
し
の
言
葉
と
一
人
一

人
が
た
く
ま
し
く
成
長
で
き
る

よ
う
見
守
り
く
だ
さ
い
。 

 
消
化
器
内
視
鏡
検
査
・ 

治
療
の
充
実 

土
曜
日
夕
方
ま
で
の 

外
来
診
療 

休
日･

夜
間
の 

時
間
外
診
療 

訪
問
看
護 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
併
設 

肝
臓
病
の
診
断
と
治
療 

  

　 
  

　
食
道
、胃
、十
二
指
腸
、大
腸
の

内
視
鏡
検
査
を
最
新
の
ス
コ
ー
プ

と
内
視
鏡
専
門
医
（
学
会
指
導

医
一
人
、専
門
医
二
人
）で
実
施

し
て
い
ま
す
。
六
月
か
ら
は
経
鼻

内
視
鏡
も
導
入
し
、よ
り
優
し
く

よ
り
精
密
な
検
査
の
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
検
査
に

よ
る
感
染
を
防
止
す
る
た
め
に
二

台
の
最
新
の
内
視
鏡
洗
浄
器
や

一
回
ず
つ
使
い
捨
て
の
処
置
具
を

使
用
し
て
い
ま
す
。 
              

　 　
町
立
病
院
の
時
代
か
ら
多
く

の
慢
性
肝
臓
病
の
治
療
と
定
期

的
な
経
過
観
察
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
岡
山
大
学
病
院
消
化
器

内
科
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、最
新
の

肝
炎
や
肝
し
ゅ
よ
う
の
診
断
治
療

を
肝
臓
学
会
専
門
医
二
人
が
担

当
し
て
い
ま
す
。
岡
山
県
の
肝
炎

一
次
専
門
医
療
機
関
に
も
指
定

さ
れ
て
お
り
、ま
た
、無
料
の
肝
臓

病
相
談
室
を
予
約
制
で
毎
週
土

曜
日
の
午
後
に
開
設
し
て
い
ま
す
。 

    

　
送
迎
な
ど
が
必
要
な
高
齢
者

や
土
曜
日
が
仕
事
が
お
休
み
の

人
の
便
宜
を
図
る
目
的
で
夕
方

ま
で
通
常
の
診
療
を
し
て
い
ま
す
。 

     　
休
日･

夜
間
も
必
ず
内
科
医

ま
た
は
外
科
医
が
当
直
し
て
い
ま

す
。
病
気
の
種
類
や
専
門
的
で
高

度
な
治
療
が
必
要
な
場
合
は
他

の
医
療
機
関
を
紹
介
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、お
困
り
の
時
は

ま
ず
は
病
院
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

    

　
在
宅
療
養
生
活
を
お
手
伝
い

す
る
た
め
に
、か
か
り
つ
け
の
先

生
の
指
示
を
受
け
て
看
護
師
が

ご
自
宅
に
お
伺
い
し
、専
門
的
な

N

熊山保健福祉 
総合センター 

赤磐市役所 
熊山支所 

熊山公民館 

熊山郵便局 

豊田小 

←
至
 岡
山
市
 

至
 和
気
町
→
 

松木交差点 

くまやまふれあいセンター 
熊山図書館 

赤磐市立 
熊山病院 



5 広報あかいわ（平成19年9月号） 

「
ふ
れ
あ
い
」「
あ
ん
し
ん
」 

　
　
　
　
　
　
　
を
大
切
に 

　
平
成
十
七
年
三
月
の
赤
磐

市
誕
生
に
よ
り
新
た
に
市
立

病
院
と
な
っ
た
熊
山
病
院
は
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、い
ろ
い
ろ
な
特
色
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

〜
市
立
熊
山
病
院
〜 

地
域
の
保
健
活
動 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の 

新
規
開
設 

吉井竜天オートキャンプ場 
〒７０１-２４３７ 岡山県赤磐市中勢実２６８２ 

TEL.０８６-９５８-２１５５ 
（午前８時３０分～午後５時） 
FAX.０８６-９５８-２１５７ 

秋のイベント・スケジュール 

問い合わせ・申し込み先 

●９月中旬～１０月下旬 
●９月下旬 
●１０月２１日（日） 

……いもほり体験 
………………………栗ひろい 

……………ピザつくり 
（要予約） 

▲いもほり体験 

▲ピザつくり 

看
護
や
先
生
か
ら
指
示
さ
れ
た

点
滴
注
射
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

    

　
市
内
で
は
数
少
な
い
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
事
業
所
を
六
月
よ
り
開
設

し
ま
し
た
。
介
護
保
険
の
利
用
者

宅
で
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、在
宅
の
生
活
指
導
、

ホ
ー
ム
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
・
介
護
技
術
・

住
宅
改
修
の
指
導
、介
護
用
品
の

紹
介
を
し
て
い
ま
す
。 

   

　
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た

講
演
会
や
健
康
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、老
人
会
な
ど
の

集
ま
り
に
も
「
健
康
づ
く
り
」
の

出
前
講
演
を
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

   

■
診
療
科
目
　 

　
内
科
、外
科
、リ
ハ
ビ
リ
科
、整

形
外
科（
木
曜
・
午
後
）、泌
尿
器

科（
土
曜
午
前
・
隔
週
）、循
環
器

科（
土
曜
午
前
・
隔
週
） 

■
外
来
受
付
時
間
　
　 

　
月
・
火
・
木
・
金
・
土
　 

　
午
前
八
時
三
十
分
〜 

　
　
　
　
十
一
時
三
十
分 

　
午
後
二
時
三
十
分 

　
　
　
　
〜
四
時
三
十
分 

　
水
・
日
・
祝
　 

休
診 

■
病
床
数 

　
一
般
病
床
五
十
床 

■
指
定
病
院
な
ど 

　
救
急
・
労
災
・
医
療
保
護
・
生

活
保
護
、胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸

が
ん
精
密
検
診
施
設
、岡
山
済
生

会
総
合
病
院
臨
床
研
修
協
力
病

院 ■
訪
問
診
療
　
　
　
　 

　
往
診
・
訪
問
看
護
・
訪
問
リ
ハ

　
ビ
リ 

■
医
師
の
紹
介
　 

™

院
　
長 

　
田
中
　
良
治
　
　 

　（
専
門
分
野
／
肝
臓
病
の
診
　

　
断
と
そ
の
治
療
） 

™

副
院
長 

　
平
井
　
通
雄
　
　 

　（
専
門
分
野
／
胃
・
大
腸
の
内

　
　
視
鏡
検
査
と
そ
の
治
療
） 

™

内
科
医
師（
非
常
勤
）
　 

　
中
村
進
一
郎
　 

　
高
岡
　
伸
行 

™

外
科
医
師（
非
常
勤
）
　 

　
松
岡
　
順
治
　 

　
岩
本
　
高
行
　 

　
谷
口
　
信
将 

™

整
形
外
科
医
師（
非
常
勤
）
　 

　
遠
藤
　
裕
介 

™

泌
尿
器
科
医
師（
非
常
勤
）
　 

　
渡
邉
　
豊
彦 

™

循
環
器
科
医
師（
非
常
勤
）
　 

　
幡
中
　
邦
彦 

 
  

問
い
合
わ
せ
先 

¡

病
院
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
５
１ 

¡

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）２
２
７
２ 

　吉井竜天オートキャンプ場では、今秋、
下記のイベントを予定しています。 
　澄んだ空気と紅葉した木々に包まれな
がら、心も体もリフレッシュ！ 
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★熊山公民館　松木623 
★吉井公民館　周匝136-1

★中央公民館　下市337 
★赤坂公民館　町苅田507

　子どもの成長過程での悩みや日常の人間関係、生徒と
教師の悩みなどの解決方法を聞いてみませんか？ 

◆日　時／１０月２０日（土） １０：００～１２：００ 
◆対　象／一般、保護者、教員 
◆講　師／森口　章（元公立高校教諭、日本学校教育相談
　　　　　学界カウンセラー、沢田杖塾塾長） 
　　　　　昨年度、赤坂・磐梨中学校にカウンセラーとし
　　　　　て来校 
◆定　員／２０人（先着順） 
◆参加費／２００円（資料代を含む） 
◆申込／９月１０日（月）～ 
◆会場＆問い合わせ先／山陽公民館 1０８６-９５５-９７７７ 

　デニス・リー先生と一緒に英会話を楽しもう♪ 
　ゲームやビンゴもあるよ！ 

◆日　時／１０月１３日（土）・１０月２８日（日） 
　　　　　〔どちらか一方でも可〕 
　　　　　１４：００～１５：００ 
◆対　象／市内小学生　◆定　員／１５人（先着順） 
◆参加費／無料　◆申込期間／９月７日（金）～ 
◆会場＆問い合わせ先 
　熊山公民館 1０８６９９-５-１３６０ 

　自然大好き人間集まれ。赤磐市に生息する水の中の生
きものについて観察してみよう。 

◆日　時／９月２２日（土） ９：００～１１：００（雨天中止） 
◆場　所／吉井川 － 熊山橋東詰 
◆定　員／３０人　　◆参加費／無料 
◆申込期間／９月７日（金）～９月２１日（金） 
◆問い合わせ先／熊山公民館 1０８６９９-５-１３６０ 

　中秋の名月を楽しみましょう。皆さんお誘い合わせの上、
お越しください。 

◆日　時／９月２５日（火） １８：００～ 
◆場　所／竜天天文台公園　◆参加費／無料 
◆問い合わせ先／吉井公民館 1０８６-９５４-１３７９ 
　　　　　　　　竜天天文台 1０８６-９５８-２３２１（当日） 

▲吉井川での観察の様子 

▲琴の演奏を楽しむ参加者たち 

“第
十
九
回
全
国
生
涯
学
習
 

　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
”Ｉ
Ｎ
赤
磐
 

　
「
ド
ラ
え

も
ん
」
の
声
で
お

な
じ
み
、女
優
大
山
の
ぶ
代
さ
ん
を

お
招
き
し
て
、「
私
の
お
も
し
ろ
人

生
あ
れ
こ
れ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
 

【
日
　
時
】
 

　
十
一
月
三
日（
土
） 

　
午
後
三
時
三
十
分
〜
五
時
 

【
場
　
所
】
 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
 

　
　
　
 
 
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
 

※
入
場
無
料
で
す
が
、入
場
整
理
券

　
が
必
要
で
す
。
入
場
整
理
券
は
、

　
九
月
十
八
日（
火
）よ
り
配
布
し

　
ま
す
。
 

【
入
場
整
理
券
の
取
り
扱
い
】
 

™
市
内
各
公
民
館
 

™
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

™
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
管
理
事
務
所
 

™
赤
磐
市
教
育
委
員
会
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
赤
磐
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
７
８
３
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★山陽公民館　山陽1丁目10 
★笹岡公民館　坂辺9

★高月公民館　穂崎848-1 
★西山公民館　西中220-1

〈中央公民館まつり〉 
１１月２４日（土）、２５日（日） 

 
〈赤坂公民館まつり〉 

１１月１７日（土）、１８日（日） 
 

〈熊山公民館まつり〉 
１１月１７日（土）、１８日（日） 

 
〈吉井公民館まつり〉 

１１月２４日（土）、２５日（日） 
 

〈西山公民館まつり〉 
平成２０年３月１５日（土）、１６日（日） 

 
〈山陽公民館まつり〉 
平成２０年３月２日（日） 

第4回 赤磐市音楽祭 開催のお知らせ 

日　時 

場　所 

入場料 

１１月４日（日） 
開場／１３：３０　開演／１４：００ 

赤磐市立中央公民館 
大集会室 

大人（高校生以上）１,０００円 
小人（中学生以下）　５００円 

チケットの発売は９月１８日（火）より各公民館で 
※詳しくはポスター・チラシをご覧ください。 

皆 

さ 

ん 

の 

声 

を 

お 

聴 

き 

し 

ま 

す 

　
テ
ー
マ
を
決
め
て
お
話
し
を
お
聴
き
し
ま
す
。
例
え
ば
「
少
子
・
高

齢
化
対
策
」「
交
通
安
全
」「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
、皆
さ
ん
の

申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
開
催
日
時
】
十
一
月
六
日（
火
） 

時
間
は
ご
相
談
に
応
じ
ま
す 

【
場
　
　
所
】
吉
井
地
域
内 

   

　
市
長
室
で
個
人
、も
し
く
は
小
グ
ル
ー
プ（
五
人
以
内
）の
ご
意
見

を
お
聴
き
し
ま
す
。 

【
開
催
日
時
】
十
月
二
十
三
日（
火
） 

　
■
一
回
に
つ
き
四
人（
グ
ル
ー
プ
）ま
で 

　
■
対
話
時
間
　
午
後
五
時
〜（
二
十
分
間
） 

【
場
　
　
所
】
本
庁
二
階
　
市
長
室 

 

　
◆
申
込
期
間 

　
お
お
む
ね
開
催
日
の
三
週
間
前
ま
で 

　
希
望
者（
団
体
）は
本
庁
秘
書
課
、各
支
所
市
民
生
活
課
に

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。 

　
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、抽
選
で
決
定
し
、開
催
日
の
一

週
間
前
ま
で
に
連
絡
し
ま
す
。 

　
◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
™
本
庁
秘
書
課
公
聴
広
報
係 

1
０
８
６（
９
５
５
）４
７
７
０ 

　
™
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課 

1
０
８
６（
９
５
７
）２
２
２
６ 

　
™
熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
１ 

　
™
吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

1
０
８
６（
９
５
４
）１
１
１
１ 
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【主催】赤磐獣医師会（社団法人岡山県獣医師会東備支部）　【共催】赤磐市狂犬病予防連絡協議会 
【後援】&岡山県動物愛護財団、岡山県動物愛護センター、!日本愛玩動物協会岡山県支部、赤磐市教育委員会 

【日　時】9月21日（金） 午前9時～ 
【場　所】市立高陽中学校グラウンド（雨天中止） 
※交通安全県民運動の出発にあたり、岡山県警航
　空隊ヘリコプター「わしゅう」が、岡山県からのメッ
　セージ伝達に飛来します。着陸後、見学会も実施
　します。 
※岡山シーガルズによる「一日交通安全対策協議会
　長」の委嘱式 
※岡山県マスコット「ももっち」も来場します。 

【日　時】9月24日（月/祝） 午前10時～ 
【場　所】山陽ふれあい公園体育館 
※交通安全への意識の高揚に向け、岡山県警音楽
　隊による演奏会を行います。併せて交通講習会を
　実施します。皆さんご参加ください（スリッパを持
　参ください）。 
　「ももっち」も応援します。 

★出　発　式 

★岡山県警音楽隊「演奏会」・ 
　　　　交通安全講習会（全地域） 

●赤坂地域…9月26日(水) 午後7時～9時 
　　　　　　笹岡公民館 
●熊山地域…10月2日(火) 午後7時～9時 
　　　　　　くまやまふれあいセンター 
●吉井地域…10月1日(月) 午後7時～9時 
　　　　　　吉井会館 
　道路交通法が一部改正されました。 
　皆さん、お誘い合わせの上、ご参加を 
お願いします。 

★地域交通安全講習会 

内容 

「
も
も
っ
ち
」も 

　
応
援
し
ま
す
。 

ふれあいミニ動物園、ペットなんでも相談、園児の動物の絵展、わが家の
ペット写真展のほか、犬のしつけ方教室、ふれあい方教室、ふれあいゲーム、
ビンゴゲーム、動物◯×クイズなどのイベントを用意しています。 
※一部イベントを変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

問　い　合　わ　せ　先 

ビンゴゲームのほかにもたくさんプレゼントを用意
しています。ご家族そろってお越しください。 
※建物内にペットを連れて入ることはできません。 
※フェスティバルでは皆さんのかわいいペットのスナップ写
　真を募集しています。 

場所 山陽ふれあい公園 

日時 9月23日（日） 
午前10時～午後4時 
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人 

権 

コ 

ラ 

ム 

15
 

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
性
別
に
関
わ
ら
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
発
揮
し
、

い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
の
で

き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
て
、

と
も
に
学
び
、と
も
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
対
　
象
】 

　
赤
磐
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人 

【
修
了
条
件
】 

　
全
六
講
座
中
、四
講
座
以
上
出
席
し
た

人（
修
了
者
に
は
修
了
証
を
授
与
し
ま
す
） 

【
定
　
員
】
三
十
人（
先
着
順
） 

【
受
講
料
】
無
料 

【
会
　
場
】
市
役
所
・
市
立
中
央
公
民
館 

【
受
講
期
間
】 

　
十
月
十
二
日（
金
）〜
十
一
月
十
二
日（
月
） 

　（
全
五
日
間
六
講
座
） 

【
受
講
時
間
】
午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時 

　
十
月
二
十
五
日
の
み
午
後
五
時
ま
で 

【
申
込
方
法
】 

　
十
月
一
日（
月
）ま
で
に
本
庁
市
民
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
電
話
申
込
可
） 

※
公
開
講
座
…
こ
の
講
座
の
み
の
受
講

　
も
可
能
で
す
。（
定
員
二
十
人
先
着
順
） 

【
託
　
児
】 

　
託
児
を
ご
希
望
の
人
は
、あ
ら
か
じ
め

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
主
　
催
】 

　
赤
磐
市
・
赤
磐
市
男
女
共
同
参
画
団

　
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】 

　
本
庁
市
民
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
４ 

『はじめの一歩を踏み出そう』／岡山県男女共同参画推進センター 所長・笹井敏恵さん 

『生涯を通じた健康づくり』／岡山県立大学情報工学部スポーツシステム工学科 教授・辻博明さん 

『男女共同参画ってなに』／赤磐市教育委員会 社会教育課職員 

『女性の人権』（共催：人権教育指導者養成講座）／きよの法律事務所 弁護士・清野幸代さん 

『自分で選ぶ自分の医療』／特定医療法人 鴻仁会 理事長・金重哲三さん 

『住み続けたいまちづくり』／岡山県備前県民局 協働推進室長・永瀬秀美さん 

q 

w 

e 

r 

t 

y

開催日 講座内容／講師 

公開講座 

公開講座 

※10月18日（木）は、動きやすい服装および靴でご参加ください。 

　
「
い
じ
め
」
や
体
罰
、不
登
校
や
親
に
よ

る
虐
待
と
い
っ
た
、子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権

問
題
は
周
囲
の
目
に
つ
き
に
く
い
と
こ
ろ

で
生
じ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、ま
た
被
害
者

で
あ
る
子
ど
も
自
身
も
、そ
の
被
害
を
外

部
に
訴
え
る
だ
け
の
力
が
な
か
っ
た
り
、身

近
に
適
切
に
相
談
で
き
る
大
人
が
い
な
か

っ
た
り
し
て
、子
ど
も
が
発
す
る
救
難
信
号

を
見
逃
し
が
ち
で
す
。 

　
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
は
、こ
の

よ
う
な
子
ど
も
の
問
題
の
解
決
の
た
め
、

相
談
に
応
じ
る
専
用
電
話
相
談
窓
口
で
す
。 

　
ま
た
、次
の
期
間
に
臨
時
回
線
を
増
設

し
相
談
の
強
化
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 

　
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、ま
ず
お
電

話
を
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
の
人
権
専
門
員

が
お
応
え
し
ま
す
。 

　
相
談
料
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。 

■
期
間
／
九
月
十
七
日
（
月
）
〜 

　
　
　
　
二
十
三
日
（
日
） 

■
時
間
／
午
前
八
時
三
十
分
〜 

　
　
　
　
午
後
七
時
ま
で 

　
　
　
　
※
土
・
日
・
祝
は
午
前
十
時
〜 

　
　
　
　
　
午
後
五
時
ま
で 
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中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

利用案内 
●開館時間 
　午前１０時～午後６時 
 

※借りるときには利用者
　カードをお持ちください。
　はじめて借りる人は、免
　許証・保険証など氏名・
　住所を確認できるもの
　を提示し申請してくださ
　い。利用者カードを作り
　ます（小学生以下の人
　は保護者が申請してく
　ださい）。 

全館休館日 

中央・赤坂・吉井図書館休館日 

熊山図書館休館日 

火 水 月 金 土 木 日 

　４月から赤磐市立図書館の利用者カードを、貸出中の資料名、返却日が印字できる新し
いものに切換えています。赤磐市内いずれかの図書館の古いカードをお持ちいただくと
新しいカードと交換します（住所の変更がある場合は確認できるものをお持ちください）。
このカード１枚で、市内４館どこでも貸し出しができます。 

【利用案内】 
　★貸し出し／１人　図書・雑誌 ２０冊、視聴覚資料 ４点（市内全館合わせて） 
　　　　　　　※貸し出しのときは必ずカードをお持ちください。 
　★貸出期間／２週間（貸出期間内に申し込むと、予約が入ってなければ２週間延長できます） 
　★予　約／q貸出中の資料は予約カードに記入して申し込んでください。 
　　　　　　　戻り次第ご連絡します。 
　　　　　　w事前にカウンターで手続きが必要ですが、インターネット予約もできます。 

　※延滞資料があると新たな貸し出しや予約はできませんのでご注意ください。 

【一般書】 
　q『名もなき毒』宮部みゆき／著 
　w『使命と魂のリミット』東野圭吾／著 
　e『還らざる道』内田康夫／著 
【児童書】 
　q『かいけつゾロリの大金持ち』 
　　原ゆたか／作・絵 
　w『おじいちゃんのごくらくごくらく』 
　　西本鶏介／作 
　w『りんごあげるね』 
　　さえぐさひろこ／作 

【視聴覚資料】 
　q『第一目撃者』（ビデオ） 
　w『グラディエーター』（DVD） 
　w『イン・マイ・ライフ』（ビデオ） 
　w『となりのトトロ』（DVD） 
　w『かいけつゾロリ５』（DVD） 
　w『ファインディングニモ』（DVD） 
【雑　誌】 
　q『すてきな奥さん ２００７年５月号』 
　w『すてきな奥さん ２００７年６月号』 
　w『LEE ２００７年５月号』 

 
…………１３回 

……１１回 
……１１回 

………１１回 
……１１回 
…１１回 

 
…２７回 
…２４回 

……………２４回 

 
………３８回 

…３７回 
…………３３回 

 
 

………………………３６回 
 

…………………………３５回 
 

……………………３５回 

1『最後だとわかっていたなら』 
　　ノーマ・コーネット・マレック／作 
　　佐川　睦／訳 
　　（サンクチュアリ・パブリッシング／出版） 
 
2『子育てキャッチボール』 
　　古田　敦也・鈴木　寛／著 
　　（徳間書店／出版） 
 
 
3『いじめはなぜ防げないのか 
　　「葬式ごっこ」から二十一年』 
　　豊田　充／著 
　　（朝日新聞社／出版） 
 
 
4『ひとり涙の法則 夢追いの法則』 
　　佐伯　チズ／著 
　　（大和書房／出版） 

1『２１世紀こども百科 恐竜館』 
　　真鍋　真／監修 
　　（小学館／出版） 
 
 
2『赤ちゃんが生まれる』 
　　ニルス・タヴェルニエ／作 
　　中島　さおり／訳 
　　杉本　充弘／監修 
　　（ブロンズ新社／出版） 
 
3『月蝕島の魔物』 
　　田中　芳樹／著 
　　（理論社／出版） 
 
 
4『ぼくのコブタはいいこでわるいこ』 
　　マーガレット・ワイズ・ブラウン／作 
　　ダン・ヤッカリーノ／絵 
　　（ＢＬ出版／出版） 
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人 hito

【永瀬清子の詩を読む!5】 

   季
節
、お
前
は
私
に
な
に
か
だ
。
 

ふ
か
い
不
分
明
な
関
係
が
あ
る
 

い
ま
は
夏
の
詩
を
す
べ
て
嫌
悪
す
る
 

は
き
気
を
も
よ
お
す
。
 

私
は
つ
か
れ
た
 

私
は
さ
び
し
い
。
 

ふ
と
目
が
さ
め
る
と
夏
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
も
う

　
去
っ
た
。
 

私
は
葉
の
次
第
に
落
ち
て
ゆ
く
楓
の
よ
う
に

　
自
分
を
感
じ
る
。
 

蝋
燭
の
灯
で
秋
の
わ
び
し
い
詩
を
か
き
だ
す
。
 

ま
だ
何
を
か
く
や
ら
見
当
も
つ
か
な
い
。
 

夏
は
き
の
う
の
こ
と
に
な
っ
た
。
 

こ
の
時
間
の
移
り
は
堪
え
が
た
い
。
 

こ
の
夏
の
わ
か
れ
は
た
え
が
た
い
。
 

秋
に
な
っ
て
ど
う
し
て
い
っ
て
い
い
か
判
ら
な
い
。
 

裂
目
の
あ
る
一
枚
の
葉
の
こ
こ
ろ
と
 

私
の
こ
こ
ろ
が
は
っ
き
り
重
な
る
。
 

自
然
に
ま
か
せ
て
墜
ち
よ
う
と
す
る
 

あ
あ
こ
の
傾
斜
、 

人
に
み
え
な
い
い
た
ま
し
い
擦
過
の
痕
。
 

風
に
ふ
き
み
だ
さ
れ
る
私
。
 

季
節
、お
前
は
私
に
な
に
か
だ
。
 
 

（
『
　
に
つ
い
て
』
 
千
代
田
書
院
　
一
九
五
〇
年
七
月
） 

  

  　
永
瀬
清
子
は
自
然
を
描
い
た
詩
を
多
く
書

い
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
に
は
夏
か
ら
秋
、冬
か

ら
春
と
い
っ
た
季
節
の
う
つ
り
に
注
目
し
た
詩

が
あ
り
ま
す
。
 

　
た
と
え
ば
こ
の
詩
で
は
、春
か
ら
夏
を
緑
が

芽
吹
き
、茂
り
、濃
く
な
っ
て
い
く
よ
う
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
満
ち
て
い
く
季
節
と
捉
え
、夏
が
終

わ
る
と
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
な
く
し
て
し
ま
う

よ
う
な
心
持
ち
を
描
い
て
い
ま
す
。
 

　
だ
か
ら
こ
そ
秋
に
な
っ
て
落
ち
る
「
一
枚
の

葉
」
と
「
私
の
こ
こ
ろ
」
は
「
は
っ
き
り
重
な
る
」

の
で
す
。
 

　
つ
ま
り
、季
節
と
自
分
を
等
し
く
捉
え
、自

身
を
自
然
の
一
部
と
考
え
て
い
る
た
め
な
の
で

し
ょ
う
。
 

　
こ
の
よ
う
に
自
然
を
重
視
し
て
い
る
の
は
、

日
本
の
詩
歌
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
す
。
 

　
た
と
え
ば
、古
今
集
の
藤
原
敏
行
の
歌
に
は

季
節
の
う
つ
り
に
素
早
く
感
応
し
た
驚
き
が

歌
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
秋
き
ぬ
と
目
に
は
さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も

　
風
の
お
と
に
ぞ
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る（
巻
四
秋

歌
上
） 

　
い
に
し
え
の
歌
人
も
永
瀬
清
子
も
、自
然
へ
の

驚
き
が
歌
う
心
と
な
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
で

し
ょ
う
。
 

　
そ
し
て
永
瀬
清
子
は
日
本
の
詩
歌
の
伝
統
を

受
け
継
ぎ
な
が
ら
、今
の
新
し
い
心
を
詩
に
書
こ

う
と
し
て
い
た
の
で
す
。
 

（
社
会
教
育
課
　
白
根
直
子
）  

〈
参
考
文
献
〉 

　
　
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
今
和
歌
集
』
 

　
　（
岩
波
書
店
一
九
八
九
年
二
月
） 

  

 

夏
の
わ
か
れ
 

 

s
清
子
の
蔵
書
、日
本
の
古
典
に
も
学
び
続
け
た 

ろ
う
そ
く
 

さ
け
め
 

さ
っ
か
 

あ
と
 

か
え
で
 

ひ
 

お
 

　
平
成
二
十
年
二
月
十
七
日（
日
）

開
催
の
朗
読
会
で
永
瀬
清
子
の
詩

を
朗
読
し
て
く
だ
さ
る
人
、
永
瀬

清
子
作
詩
の
合
唱
曲
を
合
唱
し
て

く
だ
さ
る
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
永
瀬
清
子
の
詩
が
好
き
な
人
、

朗
読
や
合
唱
に
興
味
を
お
も
ち
の

人
な
ど
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

【
対
象
者
】
 

¡
朗
読
出
演
者
 

　
赤
磐
市
在
住
ま
た
は
在
勤
 

¡
合
唱
出
演
者
 

　
市
立
公
民
館
の
登
録
グ
ル
ー
プ

　
ま
た
は
赤
磐
市
桜
が
丘
い
き
い

　
き
交
流
セ
ン
タ
ー
登
録
グ
ル
ー
プ
 

【
募
集
人
員
】
 

¡
朗
読
出
演
者
 

　
二
人
程
度（
グ
ル
ー
プ
参
加
の
場

　
合
は
一
グ
ル
ー
プ
に
限
る
） 

¡
合
唱
出
演
者
 

　
一
グ
ル
ー
プ
 

【
申
込
締
め
切
り
日
】
 

　
九
月
二
十
八
日（
金
） 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】
 

¡
市
教
育
委
員
会
 

熊
山
分
室
 

　
「
永
瀬
清
子
の
詩
の
世
界
」
係
 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
１
４
８
 

第
 十
 二
 回
 朗
 読
 会
 

市
民
出
演
者
募
集
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募
集
と
お
知
ら
せ 

大
会
結
果 

   

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、本
人
の

　
申
し
出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

■
第
三
十
五
回
全
日
本
社
会
人 

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会 

　（
岩
手
県
） 

◇
安
藤
祐
二（
桜
が
丘
東
五
丁
目
） 

 

■
平
成
十
九
年
度
全
国
高
等 

　
学
校
総
合
体
育
大
会（
佐
賀
県
） 

【
剣
道
】 

◇
西
大
寺
高
等
学
校
二
年 

　
e
馬
麻
美（
惣
分
） 

             

開
催
日
　
七
月
三
日（
火
） 

開
催
場
所
　
和
気
ド
ー
ム 

参
加
者
数
　
十
二
チ
ー
ム（
六
十
五
人
） 

大
会
結
果
　 
¡

優
　
勝
／
赤
坂 
¡

準
優
勝
／
小
野
田 

¡

第
三
位
／
可
真
　
　
　
　 

¡

ラ
ッ
キ
ー
セ
ブ
ン
賞
／
窪
田 

¡

Ｂ
Ｂ
賞
／
ピ
オ
ー
ネ 

     

開
催
日
　
七
月
八
日（
日
） 

開
催
場
所 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体
育
館 

参
加
者
　
百
十
人 

大
会
結
果 

【
男
子
の
部
】 

¡

優
　
勝
／
井
原
　
浩
一 

　
　
　
　
　
藤
森
久
美
子 

　
　
　
　
　（
山
陽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
） 

¡

準
優
勝
／
竹
村
総
一
郎 

　
　
　
　
　
高
原
　
幸
二 

　
　
　
　
　（
キ
リ
ン
） 

¡

第
三
位
／
国
末
　
克
顕
　 

　
　
　
　
　
雪
本
　
習
子 

　
　
　
　
　（
山
陽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
） 

【
女
子
の
部
】 

〈
Ａ
　
級
〉　 

¡

優
　
勝
／
岡
森
　
瑞
芳 

　
　
　
　
　
猪
原
　
美
佳 

　
　
　
　
　（
桜
が
丘
中
学
校
） 

¡

準
優
勝
／
福
田
　
佳
奈 

　
　
　
　
　
眞
柄
　
奈
実 

　
　
　
　
　（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
） 

¡

第
三
位
／
福
田
ひ
ろ
み 

　
　
　
　
　
河
井
　
麻
希 

　
　
　
　
　（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
） 

　
　
　
　
　
今
井
田
美
里 

　
　
　
　
　
上
田
　
絢
子 

　
　
　
　
　（
桜
が
丘
中
学
校
） 

〈
Ｂ
　
級
〉 

¡

優
　
勝
／
岩
田
　
和
子 

　
　
　
　
　
広
田
　
雅
子 

　
　
　
　
　（
シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ク
ス
） 

¡

準
優
勝
／
松
浦
　
荘
子 

　
　
　
　
　
古
川
　
統
子 

　
　
　
　
　（
シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ク
ス
） 

¡

第
三
位
／
井
原
由
美
子 

　
　
　
　
　
平
野
美
代
子 

　
　
　
　
　（
桜
が
丘
Ｂ
Ｃ
） 

　
　
　
　
　
青
山
　
理
沙 

　
　
　
　
　
井
原
　
綾
香 

　
　
　
　
　（
高
陽
中
学
校
）　 

〈
Ｃ
　
級
〉 

¡

優
　
勝
／
吉
田
　
有
紀 

　
　
　
　
　
川
合
さ
と
み 

　
　
　
　
　（
シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ク
ス
） 

¡

準
優
勝
／
伊
藤
　
誠
二 

　
　
　
　
　
和
田
　
典
子 

　
　
　
　
　（
Ａ
Ｂ
Ｃ
ク
ラ
ブ
） 

¡

第
三
位
／
中
田
小
百
合 

　
　
　
　
　
小
坂
　
理
絵 

　
　
　
　
　（
高
陽
中
学
校
） 

　
　
　
　
　
岩
本
　
莉
奈 

　
　
　
　
　
松
下
　
円
華 

　
　
　
　
　（
高
陽
中
学
校
） 

〈
Ｄ
　
級
〉 

¡

優
　
勝
／
岩
田
　
彩
花 

　
　
　
　
　
詫
間
亜
希
子 

　
　
　
　
　（
シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ク
ス
） 

¡

準
優
勝
／
森
　
　
帆
南 

　
　
　
　
　
越
宗
菜
保
美 

　
　
　
　
　（
赤
坂
Ｂ
Ｃ
） 

¡

第
三
位
／
中
尾
　
裕
子 

　
　
　
　
　
柏
原
　
朱
美 

　
　
　
　
　（
シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ク
ス
） 

     

開
催
日
　
七
月
八
日（
日
） 

開
催
場
所
　
高
陽
中
学
校
格
技
場 

大
会
結
果 

【
団
体
戦
】 

¡

優
　
勝
／
磐
梨
武
道
館
Ａ 

¡

準
優
勝
／
山
陽
柔
道
教
室
Ａ 

¡

第
三
位
／
磐
梨
武
道
館
Ｂ 

【
個
人
戦
】 

〈
新
人
の
部
〉 

¡

優
　
勝
／
池
本
　
大
祐 

　
　
　
　
　（
山
陽
・
三
年
） 

¡

第
三
位
／
岩
井
　
稜
太 

　
　
　
　
　（
山
陽
・
五
年
） 

〈
女
子
一
・
二
年
の
部
〉 

¡

優
　
勝
／
鈴
木
　
美
夕 

　
　
　
　
　（
山
陽
西
・
二
年
） 

¡

第
三
位
／
津
田
　
歩
香 

　
　
　
　
　（
山
陽
東
・
一
年
） 

〈
女
子
三･

四
年
の
部
〉 

¡

準
優
勝
／
田
中
　
千
鶴 

　
　
　
　
　（
山
陽
東
・
四
年
） 

¡

第
三
位
／
山
本
　
千
聡 

　
　
　
　
　（
山
陽
北
・
三
年
） 

〈
女
子
五･

六
年
の
部
〉 

¡
優
　
勝
／
澤
田
　
知
佳 

　
　
　
　
　（
山
陽
北
・
六
年
） 

〈
男
女
混
合
一･

二
年
の
部
〉 

¡

準
優
勝
／
難
波
　
良
気 

　
　
　
　
　 

（
山
陽
・
二
年
） 

〈
男
女
混
合
三･

四
年
の
部
〉 

¡

第
三
位
／
中
嶋
　
　
錬 

　
　
　
　
　 

（
磐
梨
・
四
年
） 

〈
男
女
混
合
五･

六
年
の
部
〉 

¡

優
　
勝
／
石
原
　
亮
太 

　
　
　
　
　（
山
陽
西
・
六
年
） 

¡

準
優
勝
／
光
山
　
幸
扶 

　
　
　
　
　（
桜
が
丘
・
五
年
） 

¡

第
三
位
／
三
浪
　
秀
公 

　
　
　
　
　（
豊
田
・
六
年
） 

      

　
初
心
者
の
人
も
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

日
　
時 

¡

硬
式
テ
ニ
ス 

（
全
五
回
） 

　
十
月
一
日（
月
）〜 

　
　
　
十
一
月
五
日（
月
） 

　
※
祝
日
を
除
く
毎
週
月
曜
日 

　
　
午
後
七
時
三
十
分
〜
九
時 

¡

ヨ
ー
ガ 

（
全
五
回
） 

　
十
月
二
日（
火
）〜
三
十
日（
火
） 

　
※
毎
週
火
曜
日 

　
　
午
後
二
時
〜
三
時
三
十
分 

場
　
所
　 

　
熊
山
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

　
お
よ
び
熊
山
公
民
館 

対
　
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者 

　（
高
校
生
以
上
） 
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教
育
委
員
会 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

1
０
８
６（
９
５
５
）４
４
３
２ 

　
オ
ム
ニ
コ
ー
ト（
人
工
芝
）

が
四
面
。
照
明
設
備
も
あ
る

た
め
夜
九
時
ま
で
テ
ニ
ス
が

楽
し
め
ま
す
。（
日
・
祝
は
五

時
ま
で
） 

【
利
用
料
金
（
一
時
間
一
面
）
】 

　¡

市
　
内 

　
　
コ
ー
ト
　
三
〇
〇
円 

　
　
照
　
明
　
三
〇
〇
円 

　¡

市
　
外 

　
　
コ
ー
ト
　
六
〇
〇
円 

　
　
照
　
明
　
六
〇
〇
円 

参
加
費
　
各
教
室
千
円（
初
回
集
金
） 

定
　
員
　
各
教
室
二
十
人 

　
※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選 

受
け
付
け 

　
九
月
十
八
日（
火
）ま
で 

　
※
土
日
祝
受
け
付
け
不
可 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

™

教
育
委
員
会
熊
山
分
室 

　（
熊
山
公
民
館
内
） 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
１
４
８ 

     【
講
習
会
】（
定
員
各
四
十
人
） 

日
　
時
　
九
月
十
五
日（
土
） 

¡

学
生
の
部（
高
校
生
以
下
） 

　
午
前
九
時
〜
正
午 

¡

一
般
の
部 

　
午
後
一
時
〜
四
時 

場
　
所 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体
育
館 

参
加
費 

　
一
般
千
円
、学
生
五
百
円
　 

【
大
　
会
】 

日
　
時
　
九
月
十
六
日（
日
） 

　
午
前
九
時
〜 

場
　
所
　 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体
育
館 

種
　
目
　
ダ
ブ
ル
ス
・
個
人
の
部 

参
加
費 

　
五
百
円（
市
内
中
学
生
以
下
は
　

無
料
） 

参
加
資
格（
共
通
） 

　
赤
磐
市
在
住
・
在
勤
者 

申
込
締
め
切
り（
共
通
） 

　
九
月
七
日（
金
） 

申
し
込
み
先 

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

    

　
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
に
親
し
ん
で
も
ら

う
た
め
、教
室
を
開
催
し
ま
す
。 

　
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
　
時
　
十
月
二
十
日（
土
） 

　
午
前
八
時
三
十
分
〜
受
け
付
け 

場
　
所 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ 

　
城
南
小
学
校
体
育
館 

　（
二
会
場
同
時
に
開
催
し
ま
す
の

　
で
、ど
ち
ら
か
の
会
場
へ
参
加
し
て

　
く
だ
さ
い
） 

講
　
師
　
市
体
育
指
導
委
員 

対
　
象
　
市
内
小
学
生 

参
加
費
　
無
料 

持
参
品
　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、運
動

　
の
で
き
る
服
装 

問
い
合
わ
せ
先 

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

             

　 

シリーズ 

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

は
、不
健
康
な
生
活
習
慣
な
ど
に

よ
る
内
臓
脂
肪
型
肥
満
（
内
臓
肥

満
）に
加
え
、高
血
糖
、高
血
圧
、脂

質
異
常（
高
脂
血
）の
三
つ
の
う
ち
二

つ
以
上
が
合
併
し
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

こ
の
四
つ
の
危
険
因
子
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
動
脈

硬
化
を
進
行
さ
せ
る
要
因
で
す
が
、重
な
る
と

互
い
に
影
響
し
合
い
、動
脈
硬
化
性
の
疾
患
を

発
症
す
る
危
険
が
よ
り
高
く
な
り
ま
す
。
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
怖
い
の
は
、自
覚
症
状

が
な
い
こ
と
で
、放
置
し
や
す
く
、脳
卒
中
や
心

筋
梗
塞
な
ど
の
循
環
器
病
を
突
然
引
き
起
こ
す

こ
と
で
す
。 

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
・
改
善

す
る
に
は
、毎
年
検
診
を
受
け
て
自
分
の
体
の
状

態
を
知
る
こ
と
で
す
。
体
の
変
化
を
観
察
し
、不

適
切
な
生
活
習
慣
は
改
善
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
病
気
の
ベ
ー
ス
と
な
る
内
臓
脂
肪
は
、運
動

不
足
や
栄
養
の
過
剰
摂
取
な
ど
毎
日
の
生
活
習

慣
の
積
み
重
ね
で
た
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
効
率
よ

く
脂
肪
を
減
ら
す
ポ
イ
ン
ト
は
、「
運
動
習
慣
」

と
「
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。 

　
現
代
人
を
む
し
ば
む
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
対
策
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、赤
磐
市
で
も

健
康
教
育
や
健
康
相
談
事
業
を
実
施
し
、地
域

の
愛
育
委
員
・
栄
養
委
員
の
協
力
に
よ
り
、地
域

の
実
情
に
あ
っ
た
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
自
主

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。 
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［
医
］＝
休
日
当
番
医
（
窓
口
受
付
 ９：００

～
１７；００

）（
「
※［
医
］
」
は
（
社
）赤
磐
医
師
会
管
内
の
岡
山
市
瀬
戸
町
地
域
の
休
日
当
番
医
で
す
）
　
◆
＝
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
・
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

●
星
空
講
座
無
料
観
望
会
 

　
19：
00～
22：
00（
竜
天
天
文
台
） 

●
お
は
な
し
会〔
毎
月
第
２
土
曜
日
〕 

　
14：
00～（

吉
井
図
書
館
） 

●
乳
が
ん
検
診〔
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
〕 

　（
山
陽
地
域
） 

●
え
ほ
ん
の
じ
か
ん〔
毎
週
水
曜
日
〕 

　
11：
00～（

中
央
図
書
館
） 

［
医
］う
え
の
内
科
小
児
科
医
院
 

　
　
1
086-956-0505 

［
医
］道
満
医
院
 1
086-957-2111 

※［
医
］吉
井
外
科
医
院
 1
086-952－

3331

［
医
］あ
ま
の
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
 

　
　
1
086-955-8191 

［
医
］戸
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
 1
086-957-3057 

※［
医
］長
島
病
院
 1
086-952-1355

［
医
］梶
原
内
科
医
院
 1
086-955-3750 

［
医
］森
医
院
 1
086-957-2400 

※［
医
］こ
し
む
ね
瀬
戸
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

1
086-952-5330

●
お
笑
い
赤
坂
亭
定
例
寄
席
 

　
19：
00～
20：
00（
お
笑
い
赤
坂
亭
） 

●
大
腸
が
ん
検
診
（
山
陽
地
域
）
 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
・
 

　
大
腸
が
ん
検
診（
熊
山
地
域
）
 

●
人
権
・
心
配
ご
と
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　
（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
）
 

●
無
料
法
律
相
談
　
10：
00～
15：
00 

　
（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
）
 

●
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
出
発
式
 

　
9：
00～
10：
00 

　
（
高
揚
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

日
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

Sunday
M

onday
Tuesday

W
ednesday

Thursday
Friday

Saturday

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

［
医
］片
山
医
院
 1
086-229-2166 

［
医
］桜
井
内
科
 1
086-957-3012 

※［
医
］粟
井
内
科
医
院
 1
086-953－

0617

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

61
3

29

71
4

31
0

181
5

41
1

51
2

2
0

1
6

2
1

1
7

2
2

1
8

1
9◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
・
 

　
大
腸
が
ん
検
診（
吉
井
地
域
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
・
 

　
大
腸
が
ん
検
診（
吉
井
地
域
） 

●
無
料
法
律
相
談
　
13：
00～
16：
00 

　（
産
業
会
館
2階
ふ
る
さ
と
交
流
室
） 

●
人
権
・
行
政
相
談
　
10：
00～
12：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
乳
が
ん
検
診〔
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
〕 

　（
熊
山
地
域
） 

●
交
通
安
全
日
 

●
乳
が
ん
検
診〔
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
〕 

　（
熊
山
地
域
） 

●
１
歳
６
カ
月
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
・
 

　
大
腸
が
ん
検
診（
吉
井
地
域
） 

●
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診
 

　
受
付
時
間
1
2：
4
5～
1
3：
1
5
 

　
（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
）
 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
・
 

　
大
腸
が
ん
検
診（
赤
坂
地
域
）
 

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
〔
２
６
日
も
開
催
〕
 

　
1
0：
0
0～
1
1：
0
0（
赤
坂
公
民
館
）
 

●
年
金
相
談
　
10：
00～

12：
00、13：

00
　
～
15：
00 （
熊
山
支
所
2
階
会
議
室
）
 

●
人
権
・
行
政
・
消
費
生
活
相
談
 

　
13：
00～
16：
00（
本
庁
2階
第
2会
議
室
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
・
 

　
大
腸
が
ん
検
診（
赤
坂
地
域
） 

●
大
腸
が
ん
検
診（
山
陽
地
域
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
・
 

　
大
腸
が
ん
検
診（
赤
坂
地
域
） 

●
人
権
・
行
政
・
障
害
・
心
配
ご
と
相
談
 

　
13：
00～
15：
00 

　（
吉
井
会
館
農
事
実
習
室
） 

●
大
腸
が
ん
検
診（
山
陽
地
域
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
・
 

　
大
腸
が
ん
検
診（
赤
坂
地
域
） 

●
高
齢
者
無
料
法
律
相
談
会
 

　
11：
00～
16：
00 

　（
産
業
会
館
2階
ふ
る
さ
と
交
流
室
） 

●
心
配
ご
と
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　
（
山
陽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
相
談
室
） 

●
育
児
相
談
 

　
受
付
時
間
9：
45～
10：
30 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
乳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
・
 

　
大
腸
が
ん
検
診（
吉
井
地
域
） 

●
離
乳
食
講
習
会
　
10：
00～
11：
30 

　（
吉
井
公
民
館
） 

●
大
腸
が
ん
検
診（
山
陽
地
域
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
・
 

　
大
腸
が
ん
検
診（
熊
山
地
域
） 

●
心
配
ご
と
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　（
赤
坂
 春
の
家
相
談
室
） 

 

●
赤
磐
市
グ
ラ
ウ
ンド・ゴ

ル
フ
場
フ
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
大
会
 

　
9：
0
0～
　
記
念
大
会
競
技
開
始
 

　
正
午
～
　
一
般
無
料
開
放
 

●
ブ
ッ
ク
ん
の
お
は
な
し
か
い
 

　
〔
８
日
、２２
日
、２９
日
、１０
月
６
日
も
開
催
〕 

　
1
5：
0
0～
（
赤
坂
図
書
館
）
 

●
お
は
な
し
の
お
へ
や
 

　
〔
８
日
、１
５
日
、１
０
月
６
日
も
開
催
〕
 

　
1
1：
0
0～
（
熊
山
図
書
館
）
 

●
と
し
ょ
か
ん
わ
く
わ
く
タ
イ
ム〔
毎
週
土
曜
日
〕 

　
1
4：
3
0～
（
中
央
図
書
館
）
 

 

●
市
内
一
斉
清
掃
の
日
 

●
赤
坂
地
域
球
技
大
会
 

　
8：
30～
15：
00（
赤
坂
運
動
広
場
ほ
か
） 

敬
老
の
日
 

★
９
月
の
税
・
保
険
料
を
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
 

　
●
固
定
資
産
税
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
期
 

　
●
国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
…
…
…
…
４
期
 

　
●
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）…
…
…
…
…
４
期
 

１０
月
１
日
ま
で
 



［
医
］小
坂
内
科
医
院
 1
086-955-3344  

［
医
］市
立
熊
山
病
院
 1
08699-5-1251  

※［
医
］近
藤
内
科
医
院
 1
086-953-1610

 

［
医
］ 幸
ケ
峯
ク
リ
ニ
ッ
ク
 1
086-955-0815 

［
医
］越
宗
医
院
 1
086-957-3035 

※［
医
］う
え
お
か
内
科
医
院
 

　
　
　
1
086-952-5665

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0
　
 

土
 日
 　
 

土
 日
 月
 火
 
水
 木
 金
 土
 
日
 月
 火
 水
 木
 金
 土
 日
 月
 火
 
水
 木
 金
 土
 
日
 月
 
火
 水
 木
 金
 

山陽ふれあい公園 

屋内プール トレーニング 

ルーム 

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター 

１０：００
～
１２：００

 

１４：００
～
１６：００

 

１８：３０
～
２０：３０

 

９：００
～
２１：００

 

９：００
～
１７：００

 

初
心
者
講
習
 

実
施

日
 

○
 屋
内
プ
ー
ル
一
般
開
放
　
☆
 ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
開
放
 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高
校
生

　
以
上
で
初
心
者
講
習
修
了
者
に
限
り
ま
す
。

　
初
心
者
講
習
は
★
印
に
行
っ
て
い
ま
す
が
電

　
話
予
約
が
必
要
で
す
。
 

　
受
講
料
４００
円
　
再
受
講
料
３００
円
 

［
利
用
料
金
］ 

●
プ
ー
ル
高
校
生
以
上
…
…
４００
円
 

　
　
　
　
中
学
生
以
下
…
…
２００
円
 

●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
…
３００
円
 

1
 0

8
6
-9

5
4
-2

3
2
3

1
 0

8
6
-9

5
5
-4

4
3
2

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

［
医
］桜
が
丘
ク
リ
ニ
ッ
ク
 1
086-955-8025 

［
医
］佐
伯
北
診
療
所
 1
086-954-2032 

※［
医
］石
原
医
院
 1
086-952－

0162

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

2
71
0
/4

2
33
0

2
81
0
/5

2
41
0
/1

2
91
0
/6

2
51
0
/2

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

9
月
 

2
6

1
0
/3

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
★
 
　
 
　
 
　
 
 
　
 
　
 
★
 
　
 
★
 
　
 
 
　
 
　
 
★
 
　
 
　
 
　
 
 
　
 
　
 
★
 
　
 
★
 
　
 

○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 

○
 
○
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 

○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 

☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 

☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
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☆
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☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 

○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 

○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 

○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 

　
 
☆
 
　
 
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
 
☆
 
　
 

休館日 

休館日 

●
１
歳
６
カ
月
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
 

　（
山
陽
地
域
） 

●
女
性
サ
ー
ク
ル
「
W
ith
」
 

　
10：
00～
12：
00（
吉
井
公
民
館
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
 

　（
山
陽
地
域
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
・
 

　
大
腸
が
ん
検
診（
熊
山
地
域
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
・
 

　
大
腸
が
ん
検
診（
熊
山
地
域
） 

●
新
技
術
講
座〔
花
〕 

　
13：
30～
15：
00（
産
業
会
館
） 

●
交
通
安
全
講
習
会〔
赤
坂
地
域
〕　

　
19：
00～
21：
00（
笹
岡
公
民
館
） 

●
交
通
安
全
日
 

●
３
歳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
名
月
観
賞
会
　
18：
00～
21：
00 

　（
竜
天
天
文
台
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
 

　（
山
陽
地
域
） 

●
交
通
安
全
講
習
会〔
熊
山
地
域
〕　

　
19：
00～
21：
00 

　（
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
） 

●
交
通
安
全
集
会
・
講
習
会
〔
全
域
〕

　
（
県
警
音
楽
隊
演
奏
会
）
 

　
10：
00～
12：
00 

　（
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体
育
館
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
 

　（
山
陽
地
域
） 

●
交
通
安
全
講
習
会〔
吉
井
地
域
〕　

　
19：
00～
21：
00（
吉
井
会
館
） 

●
「
民
俗
資
料
に
ふ
れ
て
み
よ
う
！
」
 

　
10：
00～
12：
00（
産
業
会
館
） 

●
定
期
救
急
講
習
会
　
9：
00～
12：
00 

　（
赤
磐
市
消
防
署
東
出
張
所
） 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高
校
生

　
以
上
で
す
。
 

※
プ
ー
ル
利
用
は
１０
月
末
ま
で
で
す
。
 

［
利
用
料
金
］ 

●
プ
ー
ル
高
校
生
以
上
…
…
１００
円
 

　
　
　
　
中
学
生
以
下
…
…
５０
円
 

  ●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
…
１００
円
 

トレーニング 

ルーム 屋内プール 

９：００
～
１２：００

 

１３：００
～
１７：００

 

１８：００
～
２１：００

 

９：００
～
１２：００

 

１３：００
～
１７：００

 

１８：００
～
２２：００

 

休館日 

休館日 
休館日 

休館日 

振
替
休
日
 

秋
分
の
日
 



●本庁代表 
　1086-955-1111 
●赤坂支所代表 
　1086-957-2222 
●熊山支所代表 
　108699-5-1211 
●吉井支所代表 
　1086-954-1111
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　総務省統計局（岡山県・赤磐市）では、
10月1日現在で就業構造基本
調査を実施します。調査の対
象となった世帯には、統計
調査員が伺いますので、ご
協力をお願いします。 

【問い合わせ先】 
¡本庁企画財政部企画課 
　1086-955-2692 
¡赤坂支所市民生活課 
　1086-957-2222 
¡熊山支所市民生活課 
　108699-5-1211 
¡吉井支所市民生活課 
　1086-954-1111
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※停留所は上記以外にもあります。 
※祝日、年末年始は運休します。 
※停留所（西山線は基本的には山陽福祉巡
　回バスと同じ）や運行時刻は、担当課窓口
　に備えている福祉バス時刻表などでご確
　認ください。 
※山陽地域の福祉巡回バスは、従来どおりの
　形態で運行されます。 

■利用料金　２００円（１回） 
　※市内在住の満６５歳以上、満５歳以下の人
　　および障害者などは無料になりますので、
　　乗車の際は、シルバーカードや障害者手
　　帳などをご提示ください。 
　※乗車回数券も販売します。担当課の窓
　　口でお求めください。 

■問い合わせ先 
　¡赤坂支所健康福祉課 1０８６-９５７-４８２２ 
　¡本 庁 社 会 福 祉 課 1０８６-９５５-１１１５ 

大屋下 
大屋 
山手 
堀切 
惣分 
笹岡公民館 

赤坂支所 
山口 
斗有下 
西山団地 
西中集会所 
イズミ山陽店 
赤磐市役所 
山陽老人福祉センター 

主な停留所 往　路 復　路 

主な停留所 往　路 復　路 

■運行路線・時間 
【笹岡線】　　　　　　　　　　 火・金曜日運行 

【西山線】　　　　　　　　　　 火・金曜日運行 

　市では、各地域で運行されている市営バス
や福祉バスなどの生活交通について、路線
の再編や運行形態の統一などを進めていま
すが、９月から来年３月
までの間、赤坂・山陽地
域内で各停留所間で自
由に乗降できる福祉バ
ス２路線の試行運行を
開始します。お気軽に
ご利用ください。 
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受験種目 対象者 受付期間 試験日 

防衛大学校 
学生 

推薦 

一般 

防衛医科大学校学生 

※入隊は平成２０年４月上旬の予定です。 

２１歳未満高卒(見込含) 
（推薦については、高等学校長の 
推薦などが別途必要です。） 

９/５～ 
　９/７ 

９/７～ 
　９/２８ 

９/２３・２４ 

１１/１０・１１ 

１１/３・４ 

２１歳未満高卒(見込含) 
（自衛官は２３歳未満） 

２１歳未満高卒(見込含)

い
　
し
ゃ 
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【応募資格】結婚・出産・育児・介護などでいったん仕事を中断し再就職を希望する女性で全期間出席できる人 

【内　　容】スキル編（１８日間）：エクセル検定３級合格を目指します 

アビリティ編（５日間）：「働く前に知っておきたいワークライフセミナー」 

　　　　　　　　　　　　　　　●応募書類の書き方 ●面接対策 ●求人の状況 など 

【日　　程】各期間内の火～金曜日の２３日間　１０：００～１６：００ 

 

 

 

 
◆受 講 料／無料（教材費は実費負担）  
◆定　　員／各コース　２８人（選考により決定）  
◆申込方法／ご本人がウィズセンターにお越しください 
◆問い合わせ・申し込み先／岡山県男女共同参画推進センター（ウィズセンター）  

〒７００-０８２１　岡山市中山下１-８-４５ ＮＴＴクレド岡山ビル１７階 
1０８６-２３５-３３０９ 

受講期間 会　　　　　　場 申込受付期間 
１０/３～１１/９ 
１/２３～２/２９ 

９/１１～９/１４ 

１２/１８～１２/２１ 

ＴＡＣ岡山校（岡山市本町６-３０） 
専門学校ビーマックス国際情報館（岡山市島田本町１-１-２０） 

※アビリティ編は、ウィズセンターで行います 

ウィズセ
ンター

 

女性の
チャレ

ンジ 

支援事
業 
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本庁２階第２会議室 

春の家相談室 

熊山保健福祉総合 
センター 

熊山保健福祉総合 
センター 

吉井会館 
農事実習室 

山陽産業会館２階 
ふるさと交流室 

山陽産業会館２階 
ふるさと交流室 

山陽総合福祉 
センター１階相談室 

９月１８日（火） 
午前１１時～ 
　　　午後４時 

９月２１日（金） 
【人権】【心配ごと】は 
午後１時～３時 
【無料法律】は 
午前１０時～ 
　　　午後３時 

９月２０日（木） 
午後１時～３時 

９月１９日（水） 
午後１時～３時 

９月７日（金） 
午前１０時～ 
　　　　正午 

９月７日（金） 
午後１時～４時 

９月１２日（水） 
午後１時～４時 

９月１８日（火） 
午後１時～３時 

【人権】【行政】 

【人権】【心配ごと】 

【心配ごと】 

【人権】【行政】 

【人権】【行政】【消費生活相談】 
すべて予約制 

【身体障害】【知的障害】 

【心配ごと】 

【心配ごと】 

【無料法律】（１人３０分） 
破産・債務整理の相談は随時相談可 
岡山弁護士会所属弁護士 
奥田哲也・賀川進太郎 
※要予約 

【無料法律】（１人３０分） 
岡山弁護士会所属弁護士　 
※要予約 

【無料法律】（１人３０分） 
岡山弁護士会所属弁護士　 
奥田哲也・賀川進太郎 
※対象：高齢者のみ／要予約 

【無料法律】【人権】 
¡本庁市民課 
　1０８６-９５５-１１１４ 
【行政】【消費生活相談】 
¡協働推進室 
　1０８６-９５５-４７８３ 

【人権】【行政】 
¡熊山支所市民生活課 
　1０８６９９-５-１２１４ 
【心配ごと】 
¡社会福祉協議会熊山支所 
　1０８６９９-５-２３３６ 

¡社会福祉協議会熊山支所 
　1０８６９９-５-２３３６ 

¡社会福祉協議会山陽支所 
　1０８６-９５５-８８７７ 

¡社会福祉協議会赤坂支所 
　1０８６-９５７-２３３４ 

¡吉井支所健康福祉課 
　1０８６-９５４-１３７４ 

¡社会福祉協議会吉井支所 
　1０８６-９５４-２５３３ 

¡吉井支所市民生活課 
　1０８６-９５４-１１８３ 

山
陽
地
域 

赤
坂
地
域 

熊
山
地
域 

吉
井
地
域 

日　　　時 場　　　所 問い合わせ先 相談内容 ※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。 

　
市
内
い
ず
れ
の
地
域
で
も
各
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 
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●平成19年赤磐市火災・救急発生状況（7月） 

本　　署 

火　　災　　別 救　　急　　別 

建物 林野 車両 
計 計 

その他 交通 急病 一般 その他 

東出張所 

北出張所 

計 

（　）にあっては平成19年の累計を示す。 

q ボトル to ボトル 
　ボトルtoボトルは使用済みペットボトルを再びペットボトルにリサイクルする方法です。再びペット
ボトルとして使われるので品質が良くきれいなものが必要となります。 

w qのほかマテリアルリサイクルという再商品化方法もあります。 
 マテリアルリサイクルは、容器包装リサイクル法施行以前から行われている方法で、収集されたペッ
トボトルが再商品化施設で粉砕されフレーク（ペレット）となり、そのフレークが原料として使われます。
そして、シート、ユニホーム、人工芝、カーペット、文具、事務用品などに生まれ変わります。 

4

化
学
分
解
反
応
・
精
製 

ペ
ッ

ト

原

料

 

重

合

反

応

 

ペ
ッ

ト

樹

脂

 

ボ

ト

ル

形

成

 

ペットボトル再商品化の流れ 

ペットボトル 分別収集 圧縮 保管・積出 

１９年７月中 

１８年７月中 

増 減  

１９年７月末 

１８年７月末 

増 減  

25
31
－6

198
198
±0

総件数 区分 
年 

人身 
件数 

死亡 
者数 

重傷 
者数 

軽傷 
者数 

物損 
件数 

●平成19年赤磐市交通事故発生状況（7月） 

粉　　砕 フレーク洗浄 フレーク 

ペットボトル 
清涼飲料・しょうゆ 
酒類・乳飲料など （ （ 
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このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

秘書課公聴広報係  1086-955-4770

「
六
ヶ
所
村
 

ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
」
上
映
会
・
 

鎌
仲
ひ
と
み
監
督
ト
ー
ク
会
 

【
日
　
時
】
九
月
九
日（
日
） 

　
午
後
二
時
〜
五
時 

【
場
　
所
】 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー 

　
桜
が
丘
東
五
ノ
五
ノ
三
九
一 

【
内
　
容
】 

　
午
後
二
時
〜
四
時 

　
上
映
会 

【
入
場
料
】
五
百
円（
中
学
生
以
下
無
料
） 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）３
５
１
５ 

　
原
田 

西
軽
部
ア
グ
リ
 

「
な
か
よ
し
市
」
開
催
 

　
出
品
は
野
菜
、山
野

草
、手
工
芸
品
、衣
類

な
ど
多
数
で
す
。フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
出
店

し
ま
す
。 

【
開
催
日
】 

　
九
月
十
五
日（
土
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
赤
坂
公
民
館
内
赤
磐
市
女
性
の
会 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）２
２
１
１ 

◎
山
陽
支
部 

 

芸
術
鑑
賞
の
集
い 

　
情
緒
あ
ふ
れ
る
ハ
ワ
イ
ア
ン
、懐
か
し
い
メ
ロ
デ

ィ
と
フ
ラ
の
魅
力
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

【
日
　
時
】 

　
十
月
二
十
八
日（
日
） 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

【
場
　
所
】 

　
中
央
公
民
館 

【
内
　
容
】 

　
ハ
ワ
イ
ア
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

　
第
一
部
／
ハ
ワ
イ
ア
ン
と
フ
ラ
の
魅
力 

　
第
二
部
／
懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ 

【
出
　
演
】 

　
西
山
諒
一
郎
と
マ
ウ
ナ
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
＆ 

　
プ
ア
イ
リ
ア 

ア
イ 

フ
ラ
シ
ス
タ
ー
ズ 

【
入
場
料
】
　 

　
大
人
／
五
百
円 

　
小
人
／
三
百
円（
小
学
生
） 

　
入
場
券
は
九
月
一
日
よ
り
発
売
し
ま
す
。 

【
入
場
券
の
取
り
扱
い
】 

　
赤
磐
市
文
化
協
会
山
陽
支
部 

　
中
央
公
民
館
事
務
局 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
赤
磐
市
文
化
協
会
山
陽
支
部 

　
1
０
９
０（
７
９
９
２
）０
２
９
６ 

    

  

山
陽
文
化
祭
の
ご
案
内 

　
赤
磐
市
文
化
協
会
山
陽
支
部
会
員
に
よ
る

発
表
会
で
す
。 

【
日
　
時
】 

　
十
月
二
十
七
日（
土
）・
二
十
八
日（
日
） 

　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時 

　（
発
表
の
部
は
日
曜
の
み
） 

【
場
　
所
】
中
央
公
民
館 

　
詳
細
は
十
月
の
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

  

◎
熊
山
支
部 

 

観
月
会
の
ご
案
内 

　
日
本
琴
、
民
踊
、

剣
詩
舞
、日
舞
、カ

ラ
オ
ケ
、詩
吟
な
ど

芸
能
部
門
の
発
表

で
す
。
お
抹
茶
を
味

わ
い
な
が
ら
、
中
秋
の
名

月
と
芸
能
を
鑑
賞
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

【
日
　
時
】 

　
九
月
二
十
五
日（
火
） 

　
午
後
七
時
〜
九
時
三
十
分 

【
場
　
所
】
熊
山
公
民
館
大
集
会
室 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
赤
磐
市
文
化
協
会
熊
山
支
部 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
３
６
０ 

★第36回全国消防救助技術大会出場！ 
　広島県消防学校で開催された中国地区消
防救助指導会で、赤磐市消防本部から出場し
た小田隊員（右）、岡M隊員（左）が「ロープ応
用登はん」の部で、見事二度目の全国大会へ
の出場切符を獲得しました。 
　隊員らはいかに安全・確実・迅速に人命救助
ができるか日々訓練に精進し岡山県の代表と
して全国大会へ出場します。 



赤　坂　支　部 

栄養
委員
の 
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ど じ ょ う 汁 

手
話
講
習
会
 

　
手
話
に
親
し
み
も
っ
と
身
近
に
… 

　
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

【
日
　
時
】 

　
十
月
一
日（
月
）、十
五
日（
月
）、 

　
二
十
二
日（
月
） 

　
午
後
七
時
〜
九
時 

【
場
　
所
】
中
央
公
民
館 

【
参
加
料
】
無
料 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】 

　
手
話
サ
ー
ク
ル
山
陽
も
も
の
会 

　
事
務
局
　
加
納 

　
1
・
6
０
８
６（
９
５
６
）１
０
６
８ 

二
〇
〇
七
 

　
　
桃
の
里
演
歌
ま
つ
り
 

　
昭
和
か
ら
平
成
へ
名
曲
の
ナ

ツ
メ
ロ
で
つ
づ
る
素
人
の
歌
ま
つ

り
で
す
。
大
正
琴
や
サ
ッ
ク
ス
の

演
奏
、マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
も
あ
り

ま
す
。
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

【
日
　
時
】 

　
十
月
十
四
日（
日
） 

　
午
後
一
時
〜 

【
場
　
所
】
西
山
公
民
館 

【
主
　
催
】
ナ
ツ
メ
ロ
山
陽 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
桃
の
里
演
歌
ま
つ
り 

　
実
行
委
員
会 

　
拝
郷 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
１
４
３ 

熊
山
九
光
俳
句
会
 

●赤坂地域の郷土料理の紹介 
　赤坂地域特有ではないと思いますが、昔か
ら稲刈りの準備として、不用になった水を田
んぼから抜くときにどじょうが獲れて、そのど
じょうで汁を作り、農作業の後に、よく食べて
いました。また「おとうや」といわれる地域の
寄り合いのときにもよく作られていました。
最近では作られることも少なくなりましたが、
伝統料理として伝えていきたい料理の一つ
です。 

◆材料（４人分） 
　¡どじょう ２５０　（生きたもので） 
　¡ごぼう １/２本（ささがきにしあくを抜く） 
　¡人参 １/２本（千切り） 
　¡里芋 小５個（皮をむき一口大） 
　¡なす １個（縦半分にして薄く斜め切り） 
　¡油揚げ １/２枚（千切り） 
　¡酒 １/２カップ　　¡味噌 ５０ 
　¡枝豆 １００　（さやから出し、すりづぶす） 
　¡そうめん ２束（硬めにゆでておく） 
　¡ねぎ・しょうが 少 （々小口切り・すりおろす） 
　¡だし汁 ３カップ 

◆作り方 
　q鍋にサラダ油を熱し、どじょうを入れて
　　ふたをする。 
　w酒を入れてごぼう、油揚げ、だし汁を加
　　え煮る。 
　e材料に火がとおったら味噌を加え、弱火
　　にして５分ほど煮込む。（少し濃い目のほ
　　うがおいしい） 
　r最後にすりつぶした枝豆を加える。 
　tどんぶりにゆでたそうめんを入れ、汁を
　　注ぎ、ねぎしょうがを好みで加え熱いう
　　ちにいただく。 
 

七
変
化
永
瀬
清
子
の
生
家
に
も 

閑
け
さ
の
極
ま
る
寺
苑
露
の
石 

夏
草
の
命
た
つ
る
を
侘
び
て
引
く 

姿
よ
り
産
地
鰻
に
こ
だ
わ
り
て 

七
夕
や
星
に
願
ひ
の
一
行
詩 

園
児
等
の
声
に
重
な
り
夏
帽
子 

田
植
終
え
水
面
に
写
る
月
の
影 

百
年
の
別
れ
は
尽
き
ず
青
嵐 

退
院
の
床
一
枚
の
明
け
易
し 

甚
平
着
て
世
捨
て
人
め
く
夕
間
暮 

広
瀬
喜
代
子 

広
瀬
　
玉
恵 

土
井
　
昌
子 

長
宗
眞
寿
子 

矢
部
　
昌
子 

藤
田
　
照
代 

矢
部
　
久
子 

那
須
予
志
江 

矢
部
　
敦
子 

津
田
　
忠
彦 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 
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月
二
十
二
日
（
日
）
、町
苅
田
地
区

の
田
ん
ぼ
で
「
ど
ろ
ん
こ
運
動
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
主
催
は
、石
相
小
学
校
区
の
男
性
で
構

成
す
る
「
石
相
お
や
じ
の
会
（
大
林
裕
和
代

表
）
」
。
平
成
十
五
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
運

動
会
は
、今
年
で
五
回
を
迎
え
ま
し
た
。
規

模
は
年
々
大
き
く
な
り
、今
回
は
市
内
外

か
ら
約
百
三
十
人
が
参
加
。 

　
競
技
は
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
楽
し

め
る
内
容
の
全
五
種
目
。
柔
ら
か
い
ボ
ー

ル
を
使
っ
た
「
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
」
や
長
さ

約
六
十
　
の
板
を
自
転
車
で
渡
る
「
一
本
橋

渡
り
」
な
ど
で
、デ
ジ
カ
メ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ

ー
ヤ
ー
と
い
っ
た
豪
華
景
品
を
競
い
ま
し
た
。 

七 

　この運動会を始めたきっかけは、「親
子で夢中になって遊んでもらいたい。
子どもたちに田んぼの中で遊ぶ経験
をしてもらいたい」という思いからで
した。 

　年々参加者も増え、嬉しく思います。今後は、この運動会を
楽しみにしてくれている人がいる限り続けていきたいと思っ
ています。また、市内外を問わず参加してくださった人同士の
親ぼくが深まってくれればいいなと思っています。 

●石相おやじの会● 

代 表　大 林 裕 和 さん 

うなぎのつかみ取り 大人も子どもも入り乱れて競い合った「宝探し」 

t
観
客
も
大
盛
り
上
が
り 見事に全身泥パック。 

明日はきっとお肌スベスベ。 

メ
ー 

ト
ル 
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７月のできごと 

　
七
月
二
十
一
日（
土
）、赤
磐
市
男
女
共
同
参

画
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
員
交
流
会
が
赤
坂

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
交
流
会
は
、登
録
団
体
の
会
員
の
交
流
・

親
睦
を
目
的
に
、約
七
十
人
の
会
員
が
参
加
。

第
一
部
で
は
、男
声
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

素
敵
な
歌
声
を
聴
き
、男
女
共
同
参
画
を
テ
ー

マ
と
し
た
「
さ
っ
ち
ゃ
ん
・
と
も
ち
ゃ
ん
」
に
よ
る

漫
才
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
七
月
二
十
一
日
か
ら
一
泊
二
日
の
日
程
で
山
陽

地
区
「
弥
生
館
」
で
子
ど
も
五
十
七
人
参
加
の
も

と
交
流
キ
ャ
ン
プ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、バ
ザ
ー
を
企
画
し
て
保
護
者
に
子
ど

も
た
ち
の
自
由
な
姿
を
み
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、竹
細
工
、炭

作
り
な
ど
を
体
験
。
夕
食
に
は
み
ん
な
で
カ
レ
ー
を

作
り
、翌
日
は
そ
う
め
ん
流
し
を
味
わ
い
ま
し
た
。 

　
大
人
の
指
導
者
だ
け
で
な
く
中
学
生
・
高
校
生

の
指
導
者
も
参
加
し
、子
ど
も
た
ち
は
、年
代
の
異

な
っ
た
中
で
の
集
団
生
活
を
体
験
し
、夏
休
み
の
い

い
思
い
出
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

山
陽
団
地
防
犯
組
合
が 

交
流
キ
ャ
ン
プ
を
実
施 

　
七
月
二
十
八
日（
土
）、大
阪
市
長
居
陸
上
競
技
場

で
行
わ
れ
た
陸
上
全
国
小
学
生
交
流
大
会
で
、山
陽

小
学
校
六
年
生
の
遠
藤
広
務
君（
岩
田
）が
、男
子
走

り
幅
跳
び
で
自
己
記
録
を
五
十
　
以
上
も
更
新
す

る
五
　
四
五
の
記
録
を
マ
ー
ク
し
見
事
日
本
一
の
栄

冠
に
輝
き
ま
し
た
。 

　
予
選
で
も
五
　
を
超
え
る
跳
躍
を
見
せ
て
い
た
遠

藤
君
は
、決
勝
で
緊
張
こ
そ
し
て
い
た
も
の
の
、課
題

と
し
て
い
た
踏
み
切
り
に
集
中
し
六
回
の
試
技
の
う

ち
二
回
目
以
降
四
度
続
け
て
五
　
台
の
跳
躍
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、遠
藤
君
の
今
後
の
目
標
は
、学
童
記
録
の
五

　
七
四
を
更
新
す
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。 

全
国
小
学
生
陸
上 

男
子
走
り
幅
跳
び
で
優
勝 

（
写
真
提
供
・
山
陽
新
聞
社
） 

s
さ
わ
や
か
な
歌
声
が 

　
ホ
ー
ル
に
響
き
ま
し
た 

▲交流キャンプの説明を受ける子どもたち 

▼身近な課題について意見が交わされました 
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「
ど
ー
ん
！
ド
ー
ン
！
」
夜
空
に
と

ど
ろ
く
音
と
共
に
広
が
る
花
火
。
何

万
人
も
の
人
が
夜
空
を
眺
め
る
光
景
。

そ
れ
を
カ
メ
ラ
に
収
め
る
私
た
ち
。

猛
暑
の
中
で
行
わ
れ
た
花
火
大
会
。

大
勢
の
人
が
熊
山
の
河
川
敷
に
集
ま

り
ま
し
た
。 

　
赤
磐
市
が
誕
生
し
て
三
年
目
の
夏

で
す
。
お
盆
休
み
の
始
ま
り
、こ
の
花

火
大
会
を
ひ
と
つ
の
目
的
と
し
て
故

郷
赤
磐
へ
の
帰
省
が
増
え
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
観
客
の
話
し
声
か
ら

感
じ
ま
し
た
。 

　
報
道
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、「
も
っ

と
読
み
や
す
く
」「
文
章
は
簡
潔
に
」

「
読
者
の
視
点
に
立
っ
て
」
な
ど
貴
重

な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
猛

暑
に
負
け
ず
広
報
紙
作
り
を
、と
初

心
に
返
っ
た
瞬
間
で
し
た
。 

（
え
む
・
テ
ィ
） 
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t
防
犯
装
備
品
を
受
け
取
る
政
田
班
長 

◎
青
パ
ト
二
台
導
入 

　
七
月
五
日（
木
）、自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
「
地
域
安
全
推
進
員
周
匝
班
」
が
、
青

色
回
転
灯
を
装
備
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
を

二
台
導
入
し
、吉
井
地
域
の
子
ど
も
た
ち

の
下
校
に
合
わ
せ
巡
回
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。 

　
こ
の
日
吉
井
支
所
前
で
行
わ
れ
た
出
発

式
で
は
、宮
内
支
所
長
、太
田
赤
磐
警
察
署

長
が
「
地
域
の
安
全
・
安
心
を
実
現
す
る
た

め
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。 

　
式
が
終
わ
る
と
、周
匝
班
メ
ン
バ
ー
が
青

パ
ト
に
乗
り
込
み
出
動
し
ま
し
た
。 

◎
防
犯
装
備
品
を
贈
呈 

　
七
月
十
三
日（
金
）、笹
岡
小
学
校
で
、今

年
度
「
子
ど
も
を
守
る
モ
デ
ル
事
業
実
施

地
区
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
赤
坂
地
域
の

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
「
地
域
安
全
推
進

員
赤
坂
班
」
に
防
犯
活
動
を
支
援
す
る
防

犯
装
備
品
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
行
わ
れ
た
式
で
は
、太
田
赤
磐
警

察
署
長
が
、腕
章
や
懐
中
電
灯
な
ど
を
渡

し
、「
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に
活
用
し

て
く
だ
さ
い
」
と
要
請
。 

　
式
が
終
わ
る
と
、
装
備
品
を
身
に
つ
け

見
守
り
活
動
に
出
発
し
ま
し
た
。 

◎
青
パ
ト
二
台
追
加
配
備 

　
七
月
二
十
四
日（
火
）、教
育
委
員
会
で

は
、地
域
で
の
防
犯
活
動
の
強
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
公
用
車
二
台
に
青
色
回
転
灯

を
追
加
設
置
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
中
央
公
民
館
前
で
行
わ
れ
た
出

発
式
で
は
、荒
嶋
市
長
、太
田
赤
磐
警
察
署

長
が
「
防
犯
活
動
の
輪
を
広
げ
、子
ど
も
た

ち
が
安
全
・
安
心
に
過
ご
せ
る
環
境
を
作

り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。 

　
式
が
終
わ
る
と
、教
育
委
員
会
職
員
が

車
に
分
乗
し
市
内
巡
回
に
出
発
し
ま
し
た
。 

s
拍
手
で
送
ら
れ
な
が
ら
出
発
す
る
青
パ
ト 

▲市内巡回に出動する青パト 
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な
わ  

め   

い
し 

            

■
縄
目
石 

　
赤
磐
市
は
、お
い
し
い
お
米
が

と
れ
る
ま
ち
で
す
。こ
の
米
作
り

を
支
え
る
水
田
で
は
、現
代
の
農

業
に
合
わ
せ
た
ほ
場
整
備
が
行

わ
れ
、再
区
画
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、ほ
場
整
備

の
区
画
と
同
様
の
短
冊
形
の
水

田
が
広
が
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
区
画
は
、古
代
に
始
ま
る
条

里
地
割
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
し

て
こ
の
地
割
を
作
っ
て
い
く
際
、基

準
と
し
て
使
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
の
が
、東
窪
田
に
残
る
縄
目

石
で
す
。 

　
条
里
制
と
は
、一
町（
約
一
〇

九
　
）四
方
の
区
画
を
一
坪
と
し
、

坪
を
縦
横
に
六
個
並
べ
て
縦
を

一
条
、横
を
一
里
と
し
た
制
度
で
、

一
坪
の
中
は
さ
ら
に
十
等
分
さ

れ
ま
し
た
。
空
か
ら
み
る
と
、
碁

盤
目
状
に
区
画
が
残
っ
て
い
る
の

が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。こ
の
制
度

に
よ
っ
て
土
地
の
正
確
な
位
置
や

面
積
を
簡
単
に
知
る
こ
と
が
で
き
、

管
理
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。 

　
条
里
制
は
、土
地
が
す
べ
て
国

の
も
の
で
あ
っ
た
八
世
紀
以
前
、収

穫
し
た
米
で
税
を
払
わ
せ
る
た
め

に
採
用
し
た
制
度
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、最
近
で
は
、八
世
紀

後
半
に
土
地
の
私
有
が
認
め
ら
れ
、

個
人
の
土
地
と
国
の
土
地
を
区

別
し
て
管
理
す
る
必
要
が
出
て

き
た
た
め
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
縄
目
石
は
現
在
、全
体
の
三
分

の
一
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
が
、
も
と
は
高
さ
約
六
十
　
、

底
幅
約
五
十
　
の
自
然
石
で
、坪

境
に
あ
た
る
、現
位
置
よ
り
も
三

　
東
の
位
置
に
あ
り
ま
し
た
。こ

の
縄
目
石
に
結
び
つ
け
た
縄
を
の

ば
し
て
条
里
を
定
め
た
、測
量
道

具
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
同
様
の
石
は
下
仁
保
に
も
残
っ

て
お
り
、こ
ち
ら
は
「
に
ら
み
石
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

　
整
然
と
区
画
さ
れ
た
条
里
地

割
は
、お
米
が
お
金
と
同
じ
価
値

を
も
っ
て
い
た
明
治
時
代
ま
で
の

日
本
経
済
を
支
え
、現
在
は
、私

た
ち
の
食
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

条
里
地
割
の
基
準
点
で
あ
る
縄

目
石
か
ら
、む
か
し
の
技
術
・
経
済
・

政
治
の
一
端
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
） 
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の 

環境に配慮した大豆油インキと再生紙を使用して
作られています。 

▲町苅田・大苅田に残る条里地割（右が北） 

▲縄目石 ▲条里模式図 
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